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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
記 

 

〔Ⅰ〕業績予想の修正 

平成１２年度（平成１２年４月１日～平成１３年３月３１日）の業績予想について、平成１２ 

年１１月２１日の中間決算発表時に公表しました業績予想を下記の通り修正しますのでお知ら 

せします。 

 

１．13年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 12年 4月 1日～平成 13年 3月 31日） 

                               （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 
(平成12年11月21日発表) 1,330,000 105,000   87,000       29,000 

今 回 修 正 予 想（Ｂ）  1,330,000  110,000      93,000         22,000  

増   減    額（Ｂ－Ａ）           0 + 5,000   +   6,000     ▲  7,000 

  増      減      率   0 +  4.8%  +   6.9%     ▲ 24.1% 

前期（平成 12年 3月期実績）   1,257,052      60,689      40,563       13,164 

 

 

２．13年 3月期通期単独業績予想数値の修正（平成 12年 4月 1日～平成 13年 3月 31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 
(平成 12年 11月 21日発表)  600,000 21,000 28,000      21,000 

今 回 修 正 予 想（Ｂ）    600,000 19,000 30,000      11,000  

増   減   額（Ｂ－Ａ）          0 ▲ 2,000    + 2,000    ▲10,000 

  増      減      率          0  ▲ 9.5%    +  7.1%    ▲ 47.6% 

前期（平成 12年 3月期実績）    693,945 14,024     19,296   3,101 

 



 

３．修正の理由 

（１）連結業績 

欧米のガラス事業及びアジアのブラウン管用ガラス事業が好調に推移したことにより、営業利 

益、経常利益は前回予想値を上回る見込ですが、当期利益については、事業の再構築に伴う特別 

損失の発生で、前回予想値を７０億円下回り、２２０億円となる見込です。 

 

（２）単独業績 

営業利益は、国内の化学品事業及び窯業建材事業が低調に推移したことにより、前回予想を 

２０億円下回る見込です。経常利益については海外からの受取配当が増加したこと等により、前  

回予想を２０億円上回り３００億円になる見込です。 

当期利益については、事業の再構築に伴う特別損失の発生により、前回予想値を１００億円下 

回り、１１０億円となる見込です。 

 

 

〔Ⅱ〕特別損失の発生について 

当社は Shrink to Growの経営戦略の下、事業の再構築に取り組んでおりますが、今回事業の 

見直し・資産の見直しを行なった結果、下記の通りの特別損失が発生いたしますのでお知らせし 

ます。 

 

（１）旭コマグ清算に伴う特別損失 

 昨年１１月２７日に発表した旭コマグ株式会社の清算に伴い、当社の損失負担として８７億円 

が発生する見込みとなりました。 

 

（２）保有土地の使用目的変更による特別損失 

 従来事業用として保有しておりました北九州工場土地の一部につき今後事業用として使用す 

る見込がなくなったため、売却土地として時価にて評価を行なった結果、取得価額と時価との差 

額１２７億円の評価損が発生する見込となりました。 

  

以 上 


